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学校関係者評価報告書 

 

平成２７年３月１０日 

新宿区立牛込第一中学校 学校関係者評価委員会 

委員長 津吹 一晴 

 

 

１ 学校関係者評価委員会の活動実績 

月日 会場 協議内容等 

7月 9日 牛込一中会議室 評価項目の検討 

9月 10日   〃 第 1回関係者評価結果について協議 

2月 18日   〃 第 2回関係者評価結果について協議 

 

 

２ 評価結果                  Ａ：十分達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：次年度以降に期待 

評価項目 重点目標 評価 所見 

確かな学力

の育成 

◎自ら知識を身

に付ける生徒の

育成 

Ａ 

・生徒の授業に取り組む姿勢はよく、学習意欲が旺盛な生徒

が多いと感じております。 

・自主的に学び確実に力を付け、その意欲を継続し取り組ん

でいく。授業改善と家庭学習の一体化がさらに良い結果とな

ってあらわれていると思われます。 

・生徒のアンケ－トでは、「ＩＣＴ機器を使って発表している

か」という設問に対して今年度の方が当てはまらない比率が

高くなっているのが気になりました。ご検討の程お願い申し

上げます。 

豊かな心の

育成 

◎自他を尊重

し、社会性と思

いやりのある生

徒の育成 

Ａ 

・運動会、一中祭では生徒が目標に向かって力を十分に発揮

し、達成感を持っている。そして、保護者はわが子のその姿

勢に喜びを大きくしていることがアンケ－ト結果からもうか

がえます。 

・日常のあいさつ活動、日々の生徒同士のかかわり、学校行

事を通しての自主性と思いやりを育む教育等、一中の生徒は

とても良い環境で育っていると強く感じます。 

・時間を守る指導については、家庭も含めて徹底が必要と考

えます。家庭教育との連携を期待申し上げます。 

 

体力の向上 

◎心身を鍛え、

逞しく生き抜く

力を持つ生徒の

育成 

Ｂ 

・運動会、部活動等での活躍、とても逞しく思います。 

・現状の学校環境の中で体力の向上を図るのは、容易ではな

いと思われます。その中で、食と運動のバランスと、そして

日常の生活を規則正しく行うことの指導を家庭の協力と連携

が必要と思われます。 
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特色ある教

育 

◎総合的な学習

の時間におい

て、思考力、判

断力、表現力の

伸長を図る 

Ａ 

・一中ネオタイム等特色のある教育が進んでいると思います。 

問題解決能力、プレゼン能力等個々に差が出ていると思われ

るので、きめ細やかな指導が大切になってくると思います。 

・本校のキャリア教育は、大きな特色ある学習であると思い

ます。特に、地域の人材活用により生徒の３年間の活動で多

くの学びを体験し、将来の目標を持たせる教育として高く評

価したいと思います。 

連携強化を

目指す 

◎保護者地域と

ともに進める学

校づくり 

Ａ 

・保護者・地域と共に進める学校づくりとしていろいろな取

り組みを行っていると思います。協力姿勢は学校への信頼で

あると考えます。 

・地域協働学校への本格実施に向け、計画的に取り組み、情

報発信も出来ており素晴らしいと思います。 

・今後、どれが地域行事なのか、ＰＴＡ行事なのか、自主的

に参加をしているのか、そうでないのか。生徒にとって明確

になればさらに意識が変化するのではないかと思われます。 

 

 

３ 総合所見 

〇学校と地域との関係がとても良い状況にあると思われます。学校が積極的に地域の人材を活用されてお

り、結果学校、生徒、地域が良い状況にあると思います。この関係を保って頂きたいと思います。但し、

牛込一中だけではないのですが、保護者の学校に対する関心(学校公開、保護者会、ネオタイムの発表会等)

が幼稚園、小学校、中学校と学年が上がるとともに薄れて行くように感じられるので、地域協働学校運営

協議会等においても検証、及びはたらきかけをして行かなければならないと考えます。 

 

〇牛込一中の生徒は、高い資質と能力を有していると思います。確かな学力を身に付けさせるとともに 

心身ともに逞しく、自他を尊重し、社会性と思いやりのある生徒の育成にご尽力頂きたいと考えます。 

 

〇体力の向上については、学校独自での改善はなかなか困難な問題もあると思います。是非新宿区、東京

都の協力も頂き、部活動の充実、安定的運営が出来ますようお諮り頂きたいと存じます。 

 

〇特色ある教育は、他区、他校に比べて素晴らしい取り組みが出来ていると思います。モデル校になるべ

く一層の発展をご期待申し上げます。 


